
平成２５年８月度定例自然観察会報告書 
 

六甲山自然案内人の会 
 
実施日：平成２５年８月１０日（土） 
天候：晴れ 
担当班：５班 
テーマ：美しき道、シェール道から山田道を辿る 
参加者数：ビジター２２名 会員２８名  合計５０名 
観察コース：摩耶山掬星台～杣谷峠～穂高湖～シェール道～ 

桜谷出合～徳川道～市立森林植物園 
配布資料：ルートマップ  植生一覧表 
 
概要 
案内チラシでは、市立森林植物園から更に山田道を歩き、神戸電鉄谷上駅まで

下る計画を示したが、下見及び自主研修会の結果、掬星台集合が１０時３０分

では時間的に無理があると判断し、森林植物園をゴールとすることに変更した。 
例年に無い猛暑日の連続に加え、特に実施日の１０日（土）は神戸でも炎熱地

獄との予報もあったから、参加者数は少ないものと予測していたところ、意外

にもビジター２２名に会員２８名という普段通りの人数となった。 
ビジターを３つの班に分け、その後ろに会員の集団がついて歩く格好で、予定

通り１０時４０分に掬星台を出発、先ずは昼食場所に予定してるシェール道入

口の広場を目指した。 
計算では、昼食場所到着を１２時２０分までにと踏んでいたが、杣谷峠で既に

１５分の遅れが出たため、少々慌ただしいランチタイムを余儀なくされた。 
ビジターの女性１名が、少々疲れを見せてはいたものの、１２時５５分全員が

立ち上がってシェール道を進む。 
１４時頃だったろうか、疲れを見せていた女性が座り込む事態が発生し、班員

に加え多くの会員が水を与える・団扇であおぐ・飲料水で体を冷やす・痙攣す

る脚をさする・大きな声で励ますなどなど、極めて適切な努力をしたにも拘わ

らず、熱中症だろう僅かに意識も混濁する場面もあって、１１９番に通報して

救助を仰ぐことに決めた。 
しかし、八洲嶺堰堤北方約１００ｍ地点の徳川道では携帯の電波が届かず、電

話の通じ易い森林植物園長谷池の上へと急いでここから通報。 
間も無く消防署から、救急車に加え工作車など４～５台が植物園に駆けつけて

くれる一方、患者が座り込む地点へはヘリコプターからロープが降ろされて隊



員が降下して体の状態をチェック、ピックアップを決めた。 
他方陸上部隊？はボート型をした担架を背負い、７～８名がヌケ谷への急坂を

下ったのだが、病院への搬送が済んだとの無線連絡が入って救援活動の終了と

なった。 
各班ともに、水分補給については十分なアドバイスを行っていたけれど、この

ような事態を招き、反省と共に今後に生かすべき教訓も得たので、併せて報告

する。 
 
＊＊暑い時期のコース設定では、緊急事態に備え、救急車も含めた車両の通行 

が可能な道路、それに近い場所にすべきである。 
会員が一番後ろからついて歩けば、今回のような事故への対応が上手く出 
来る。今回も、常に７～８名の会員が付き添っていたから、患者はもとよ 
り会員同士も心強く感じたし、より適切な対応が取れたものと思われる。 
 
皆様、誠に暑い中を遅くまでご一緒下さり、本当に助かりました、有難う 
ございました。 

報告者 新谷 
 

  



 


